




http://www.youtube.com/watch?v=b9IAa7QpEMQ




http://www.youtube.com/watch?v=2O3t4oG5SoI&t=53


CONFIDENTIAL

農業者は急速に減少し、農地の集約と⼤規模化が進展する好機
3,000万円以上の中⼤規模農業者が今後の主役に

①2010~2020は農業センサスより引用、2050年は 三菱総研マンスリーレビュー2022年12月「2050年の国内農業生産を半減させないために　https://www.mri.co.jp/knowledge/mreview/2022122.html　閲覧日2024年1月8日　より引用し当社にて作図
②農業センサスをもとに当社にて集計・作図　③ 農業センサスをもとに当社にて推計・作図

日本の農業

①  農業者の急速な減少 ②売上規模別の増減率(2010→2020) ③ 3,000万円以上規模の売上シェア

2050年までに

90％減少
（2010年⽐）

売上3,000万円以上の
経営体は増加

上位3.8%(3,000万円〜)で
60％の売上シェア

(千 経営体)
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https://www.mri.co.jp/knowledge/mreview/2022122.html
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 はじめに

⽔稲経営では30haの経営規模で売上3,000万円到達し安定利益
有機栽培では販売単価向上により15haで3,000万円に到達可能

⽇本の農業
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規模 5〜10ha 10〜15ha 15~20ha 20~30ha 30~50ha 50ha 以上

売上 7,164  13,623 19,191  26,607 37,655 66,010 

全算⼊コスト 7,260  12,705 16,383  23,915 32,091 49,728 

利益 ▲96  922 2,808  2,692 5,563 16,283 

⽔稲経営の規模別収⽀

農林水産省「農産物生産統計」データをもとに当社にて作成 単位：千円

⼩規模（兼業農家） ⼩中規模（家族経営） 中⼤規模（法⼈経営）
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実は稼げる有機⽶

15ha の 経営面積 で
売上3,000万円 を 実現
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実は稼げる有機⽶

⼤変な割に稼げない

⼤規模化は難しそう

⼿間がかかって⼈⼿が必要

有機農業のイメージ

15ha以上も可能

3,000万円以上も可能

１⼈でもできる

有機農業のリアル
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有機⽔稲栽培は⾼収益 → 安定販売‧栽培の障害を当社が解消

⽶穀流通で安定販売を実現 アイガモロボにより除草⼯数を半減

収量(kg) 単価(円) 売上（千円） 経費（千円） 所得（千円） 労働時間（h） うち除草

慣⾏栽培 518 188 97 75 22 22 1.3

有機栽培 420 430 181 112 69 31 7

⽔稲栽培の経営費⽐較（農林⽔産省資料をもとに当社で作成）

有機栽培の収⽀
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安定販売 = 有機⽶参⼊農家の不安払拭による⾯積増

⽶穀流通で安定販売を実現 アイガモロボにより除草⼯数を半減

収量(kg) 単価(円) 売上（千円） 経費（千円） 所得（千円） 労働時間（h） うち除草

慣⾏栽培 518 188 97 75 22 22 1.3

有機栽培 420 430 181 112 69 31 7

⽔稲栽培の経営費⽐較（農林⽔産省資料をもとに当社で作成）

有機栽培の収⽀
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JAS認証

認証年数

価格(慣⾏⽐)

価値

なし あり

- 1年⽬ 2年⽬以降

農薬‧化学肥料
栽培期間中 不使⽤

有機JAS認証
転換期間中 有機JAS認証

1.2〜1.7倍 1.7〜3倍

実質は有機栽培だが有機⽶より安価
農薬不使⽤の⽶としてニーズがある

有機⽶と訴求でき
ブランド信頼は絶⼤

買取価格を３段階に設定し、無無から有機化を⽀援

有機⽶の買取
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全国の有機農業者の⽅から適正価格での買取を実施

\

100
1,000

R６年度
有機⽶集荷予定量

国内シェア No.1

トン

- 事前契約推進中-

訪問した⽣産者

40種超の産地‧品種の⽶の扱い 有機⽶の専⾨家による品質強化

⽇本各地の約40種の産地‧品種
を扱い、幅広いニーズに対応。
⼈気産地や希少品種も。
少量から100トン以上の
ご提案も可能です。

「五ツ星お⽶マイスター」
「⽶‧⾷味鑑定⼠」有資格
メンバーにより、品質強化
と安定供給体制を実現しま
した。

ヶ所

全国各地の有機⽶農業者を直接訪問し、事前契約を
⾏っています。信頼関係が基盤にあるからこその、
安定集荷を実現。
他には出回らない⼀流の有機⽶の最も早い時期からの
ご提案、確保が可能です。

40

有機⽶の買取
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億円2,240

2009年 2017年 2022年

有機⾷品市場規模

1,300億円

1,850億円

有機⾷品利⽤頻度

2017年時は
17.5%

2    1
有機⽶の購⼊経験

⼈に 人

YES!

データ出典：有機農業をめぐる事情（令和6年、5年 / 農林⽔産省）

国内でも有機⾷品を多くの消費者が求め、需要>>>供給

週1回以上

毎⽇

2017年時は3.5%
から5倍に急増%16.5

%32.6

わずか 0.1％

慣⾏
栽培⽶
供給量

有機⽶供給量

⽇本国内における有機市場の拡⼤

41



CONFIDENTIAL

有機栽培の収⽀

栽培の障害を解消 = ⼀⼈当たり有機⽶栽培⾯積の増加

⽶穀流通で安定販売を実現 アイガモロボにより除草⼯数を半減

収量(kg) 単価(円) 売上（千円） 経費（千円） 所得（千円） 労働時間（h） うち除草

慣⾏栽培 518 188 97 75 22 22 1.3

有機栽培 420 430 181 112 69 31 7

⽔稲栽培の経営費⽐較（農林⽔産省資料をもとに当社で作成）
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